
 

 
 
 

付 議 第 ２ 号 
 
 

県有財産（教学機器）の取得に関する議案に係る意見聴取に 
関する議案 

 
 
 令和３年９月高知県議会定例会提出予定の別紙議案に係る地方教育行政の組

織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）第 29 条の規定に基づく高

知県知事からの意見聴取に対し、適当であると認めることについて、議決を求

めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

高知県教育委員会事務委任等規則（平成 4 年教育委員会規則第１号）    

第２条 教育委員会は、次に掲げる事務を除き、その権限に属する事務を教育長に委任する。 

（５）教育予算その他議会の議決を経るべき事件の議案について意見を述べること。 
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第   号 

 

県有財産（教学機器）の取得に関する議案 

 

次の教学機器を取得するものとする。 

 

令和３年９月 日提出 

 

高知県知事 濵田 省司 

 

取得する教学機器の種類 

製茶指導設備 一式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 
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県有財産（教学機器）の取得に関する議案説明 

 

高知県立高知農業高等学校に設置する教学機器を予定金額74,295,163円で、高岡郡佐川

町加茂1699番地３四国カワサキ販売有限会社から買い入れることについて、地方自治法

（昭和22年法律第67号）第96条第１項第８号及び高知県財産条例（昭和39年高知県条例第

37号）第２条第１項の規定により、県議会の議決を求めるものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

参考資料１ 
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高等学校課 

 

製茶指導設備（教学機器）の取得議案について 

 
 
議案及び議案説明の内容 
（１）取得する教学機器 

製茶指導設備 一式 

※茶葉を加工し、製茶を行う加工ライン（蒸 熱
じょうねつ

→粗揉
そじゅう

→揉 稔
じゅうねん

→ 中 揉
ちょうじゅう

→精 揉
せいじゅう

→乾燥）に係る設備一

式 

（２）契約の相手方 

  四国カワサキ販売有限会社（高岡郡佐川町加茂 1699 番地３） 

（３）契約予定金額 

  74,295,163 円 

 

１ 整備の目的 

  ・既存設備の老朽化による（平成６年導入）更新、整備。 

  ・デジタル技術の導入に伴い、より確かな製茶技術を得る。 

・農業生産物の付加価値化と品質の向上。 

・消費者に対し、より安心・安全な加工品の提供。 

・生徒の生産工程管理における学習と流通・販売をより強化する。 

 

２ 期待される効果 

・今後 HACCP の取得にも期待ができることから、生徒の幅広い学習につなげる。 
・より安定した品質の茶葉を生産することが可能。 
・自動制御盤の設置により、製造工程を数値化させ、工程の「見える化」を図ることで、生徒の製

茶における知識や技術を向上させることができる。 
・茶葉を使用した商品開発など、今後、新たなブランド化、六次産業化を図る。 

 

３ 整備の考え方 

「スマート専門高校」の実現（デジタル化対応産業教育装置の整備）における、国の交付金を活用。 

 ※令和３年度中に設置完了 

 

４ 配置先 

  高知県立高知農業高等学校 

 

５ 製茶指導設備の使用について 

  高知農業高等学校 食品ビジネス科 

１年生：食品製造、農業と環境、総合実習 

２年生：食品製造、食品流通、地域資源活用、総合実習 

３年生：食品製造、食品流通、課題研究、総合実習      計１３４時間 

参考資料２－１ 
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参考資料２－２ 
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参考資料２－３ 



■金属造形３Ｄプリンタ
・コンピュータで入力された数値を
もとに、金属等の加工品を作成す
る産業用装置

「スマート専門高校」の実現

（デジタル化対応産業教育装置の整備）

背景 課題あああああああああああああああああああああああ
あああああああああああああ

Society5.0時代における地域の産業を支える職業人育成を進めるため、専門高校においてデジタル
化対応装置の環境を整備することにより、最先端の職業教育を行う「スマート専門高校」を実現し、デジ
タルトランスフォーメーション等に対応した地域の産業界を牽引する職業人材を育成する。

事業内容

農業や工業等の職業系専門高校における、ウィズコロナ・ポストコロナ社会、技術革新の進展やデジタルトラン
スフォーメーションを見据えた、高性能ＩＣＴ端末等を含む最先端のデジタル化に対応した産業教育装置の整
備に必要な費用の一部を国が緊急的に補助する。

目的

対象
校種等

国公私立の職業教育を主とする専門学科等を設
置している高等学校

整備する装置の例

補助率 公立、私立：１／３ 国立：10/10

補助対象
事業者 学校設置者

対象経費 デジタル化対応産業教育装置の整備に必要な経
費（装置の購入、設置工事費等含む）

■マシニングセンタ
・自動工具交換機能を有した多種
類の加工を連続で行えるＮＣ（数
値制御）工作装置

■高性能PC端末を配備した実習室の整備
・装置の制御、画像な分析等多様な用途に
活用

■冷凍・冷蔵実験装置
・コンピュータ制御により、冷凍速度、
温度を調節し、鮮度の違いを実験す
る装置

等

令和2年度第3次補正予算額 274億円
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